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概    要 我々は、実験に使用する出芽酵母の生存曲線を作成している過程で、通常 300Gy 
の照射で生存率 10% を切る酵母株に 2000Gy 照射しても生育可能な酵母株を分離した。そこで、この
2000Gy で生育した酵母に更にイオンビームを照射すれば生存率が低下すると予測したが、予想に反し
生存率が約 4 倍上昇した。この耐性酵母株のうち 6株に注目し更に解析を行った結果、高温感受性や低
温感受性を示す酵母株が存在し、他のストレスにも影響があることが明らかとなった。その他、形態異





































































   







































































ーム 2000Gy 照射、プロトンビーム 2000Gy 照射
後プロトンビーム 300Gy 照射、カーボンビーム
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